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共産党市議団は１１月２１日、山仲市長に対
して、「野洲市予算編成についての要望書」を
提出しました。 

 暮らしが一層大変な時です。共

産党市議団はこの間、市民のみ

なさんから寄せられた切実な願い

の実現へ１１月２１日、山仲市長

に「来年度予算に反映するよう」

にと要望書を提出しました。 

野洲川大橋西詰交差点への信号機

設置、県道高木・篠原間の歩道整備な

ど求めました。回答では野洲川右岸線

のイオン横の交差点に信号機の設置

を行うことを明らかにしました。 

要望書を提出する市議団（１１月２６日） 

  分庁舎を始め公民館、図書館分室など一連の公共施設廃止。７０歳以上・障害者の

循環バス利用料の有料化、敬老祝金条例廃止など市民負担強化の議案が提案されまし

た。これらの議案は共産党市議団以外の会派の賛成で決まりました。 

滋賀県に要望する市議団
（１２月２４日＝県庁にて） 

 

 まちづくり基本条例に基づく、「住民投票条例」が

制定されました。条例は「常設型」で、これにより請

求要件を満たせば無条件実施されます。滋賀県内

では２例目で市民の市政参加を広げるうえで画期

をなすものです。 
 

 共産党市議団は、「市民の投票請求」について条

例案の「４分の１」を「５分の１」にすることや「投票

対象の制限」につながる条項などの修正案を提案

しました。修正案は他会派の反対で否決されました

が、市民本位の市政・市民参加の市政実現へ引き

続きがんばります。 

信号機が設置される右
岸線のイオン横交差点 

 

事  業 現  行 改  正 
 
小中学校修学旅行補助 

小学校           1,000 円 

中学校           4,000 円 

廃  止 

廃止（低所得者対策あり） 

 

敬老祝い金 

88 歳           10,000 円 

100 歳          100,000 円 

    5,000 円 

   30,000 円 

骨粗しよう症健診           無  料 100～150 円 

生活習慣病予防健診               1,500 円      2,500 円 

胃がん検診                 900 円      1,000 円 
 
子宮がん検診 

集団検診          600 円 

医療機関         1,700 円 

     1,800 円 

     1,800 円 

 

乳がん検診 

50 歳以上（集団検診）1,000 円 

50 歳以上（医療機関）1,400 円 

40 歳以上（医療検診）1,800 円 

     1,600 円 

     1,600 円 

     2,400 円 

成人歯科検診                     600 円      1,000 円 

高齢者インフルエンザ 65 歳以上          1,000 円       1３00 円 
 
学童保育所保育料 

通年利用者      月 9,000 円 

季節利用者     年 24000 円 

    10,000 円 

    40,000 円 
 
放課後子ども教室 

通年利用者       無 料 

季節利用者       無 料 

月 5,000 円 

年 20,000 円 

循環バス ７０歳以上・障害者  無 料 ７０歳以上１００円、障害者５０円 

元気カード 体育館・温水プールなど 無料         １００～３００円 

※今議会で条例改正された以外に来年度から値上げ予定の事業も掲載しています 

市民が主人公の市政実現へ 
今年も全力でがんばります  

日本共産党野洲市議会議員団 

 

琵琶湖岸から比良山系を望む 



 

今
議
会
で
は
、
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
一
連
の
公
共
施
設
の
廃
止

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。  

 

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
「
財
政
が

大
変
だ
か
ら
多
少
ガ
マ
ン
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
も
」
と
い
う
ご
意
見
と
と

も
に
、
「
分
庁
舎
は
残
し
て
ほ
し
い
」
「
ど

う
し
て
も
廃
止
な
ら
、
廃
止
後
の
有
効

な
利
用
を
是
非
と
も
考
え
て
ほ
し
い
」。

ま
た
、
「
旧
中
主
で
町
民
と
職
員
が
作

り
あ
げ
て
き
た
大
事
な
施
設
。
こ
れ
を

意
図
も
簡
単
に
廃
止
は
認
め
ら
れ
な

い
」
と
い
う
ご
意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

 
 

し
か
し
、
市
は
「
本
庁
舎
と
分
庁
舎

で
は
意
思
決
定
に
支
障
」
「
こ
れ
以
上
、

財
政
負
担
は
ム
ダ
」
「
旧
中
主
で
も
分

庁
舎
廃
止
は
争
点
に
な
っ
て
い
な
い
」
な

ど
強
弁
。
一
連
の
施
設
廃
止
議
案
は
共

産
党
市
議
団
以
外
の
全
議
員
（
旧
中
主

の
議
員
含
め
）
が
賛
成
し
て
廃
止
が
決
ま

り
ま
し
た
。  

し
か
し
、
廃
止
後
の
利
用
案
も
な

く
、
「
約
束
は
で
き
な
い
」
と
い
う
市
答

弁
の
中
、
議
会
が
本
当
に
市
民
の
思
い

や
願
い
に
応
え
、
議
論
を
し
尽
く
し
て

の
「
態
度
決
定
」
だ
っ
た
の
か
極
め
て
疑

問
で
す
。 

 
多
く
の
国
民
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
廃
止
を
求
め
、
自
公
政
権
を
退

場
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
廃
止
を
主

張
し
て
い
た
は
ず
の
民
主
党
は
自
民
党

と
同
じ
理
屈
で
廃
止
に
「
待
っ
た
」
を
か

け
て
い
ま
す
。 

こ
の
制
度
は
、
際
限
な
く
保
険
料
が

値
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
低
所
得
者

の
保
険
料
滞
納
に
保
険
証
を
取
り
上

げ
る
ひ
ど
い
も
の
で
す
。
「
市
長
は
国
に

こ
の
制
度
の
廃
止
を
主
張
す
べ
き]

と

求
め
ま
し
た
。 

   

市
民
の
雇
用
と
暮
ら
し
は
大
変
で

す
。
滋
賀
県
の
有
効
求
人
倍
率
は
０
．

３
６
に
低
迷
し
深
刻
な
事
態
で
す
。
野

洲
高
校
で
お
聞
き
し
た
ら
、
市
内
の
大

企
業
か
ら
の
求
人
は
ゼ
ロ
と
言
う
こ
と

で
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
深
刻
な
事
態
を
認
識

し
市
が
、
「
市
内
の
雇
用
の
実
態
把
握

や
学
校
へ
の
進
路
状
況
の
調
査
を
行
う

こ
と
」
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
「
中
小

企
業
の
経
営
状
況
を
調
査
し
、
経
営
の

応
援
へ
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
実

施
す
る
こ
と
」
を
求
め
ま
し
た
。 

 

暮
ら
し
守
る
市
政
へ
あ
な
た
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
市
議
団
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

 

共
産
党
市
議
団
は
一
般
質

問
・
議
案
質
疑
で
要
求
実
現
へ

切
実
な
願
い
を
届
け
ま
し
た
。 

                     

日本共産党 公明党 野洲ネット 野洲新風クラブ 新政クラブ 

路上禁煙防止の条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
野洲中学校改築などを含む一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
市民サービスセンターの設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
分庁舎（旧中主町役場）の廃止 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
野洲中央公民館・中主公民館の廃止 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
中主保健センターの廃止 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
コミュニティバスの７０歳以上、障害者の有料化 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
敬老祝金条例の廃止 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
保育基準緩和を撤回し、子育て安心の保育行政を求め意見書 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
後期高齢者医療制度のすみやかな廃止を求める意見書 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
永外国人への地方参政権付与に反対する意見書 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
緊急経済対策の早期実施を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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３
４
０
万
円
の
収
入

（
夫
婦
と
子
ど

も
二
人
）
の
家
族
で
国
保
加
入
者
と
社

会
保
険
加
入
者
を
比
較
す
る
と
、
左
表

の
よ
う
に
保
険
料
は
、
社
会
保
険
の

２
・
３
倍
。
年
金
も
含
め
た
合
計
で
も

１
・
７
３
倍
で
す
。
収
入
に
占
め
る
割

合
も
国
保
の
場
合
２
割
以
上
に
な
り
、

限
界
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

不
公
平
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

国
が
も
っ
と
財
政
出
動
し
な
い
限
り
、

広
域
化
を
し
て
も
解
決
し
な
い
。
野
洲

市
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を

し
て
で
も
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
を
下
げ

る
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。 


